
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆こころの健康・・・石田 衣良☆ 

「誰かの心を強烈にひきつける魅力は、弱さや不完全さの中に潜んでいる。」 

 

 

 

 

 

 ２０２５年６月４日  

大阪市立三稜中学校 

保  健  室 

 

 ６月に入り、だんだんと暑くなってきます。まだ身体が暑さに慣れて 

いないので熱中症になりやすいです。熱中症を防ぐためには、①しっか 

り睡眠をとる。②水分補給をこまめにする。③朝食をとる。（朝食が取り 

づらい人はスープやゼリーなど喉ごしの良いのもをとりましょう） 

日々の生活習慣を考えて熱中症にならないように気をつけて過ごしま 

しょう。 

☆免疫力アップの生活習慣：「熱中症を予防しよう考えよう」☆ 

 熱中症になると…めまい、頭痛、吐き気、だるさ、汗がとまらない、また、重度な熱中症ではま

っすぐ歩けない、返事がおかしい、けいれん、意識がない、高い体温などの症状が出ます。 

 毎日の天気を確認して気温や湿度、また風があるかないかでも熱中症のなりやすさが変わります。 

また、保健室に水筒を忘れて紙コップをもらいに来室する人が増えています。これから、ますます

暑くなるので必ず水筒は持ってきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健だより ６月 

 

  


